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中国春蘭の一茎一花‘宗梅’と寒蘭‘白珠’につ

いてのヘッドスペース分析を行ったところ Methyl 

epijasmonate とその類縁の成分を見出した。これ等

の化合物が中国春蘭、一茎九花、寒蘭の香りのキイ

成分であることが分った。 

香りが遠くから自然に広がってくるのは素晴らし

い。それもすがすがしく、さわやかで気品がある香

りで、東洋蘭の香りに出会うたびに、古来、人が蘭

に魅了されつづけてきたことがわかる。ジャスミン、

スズランとさわやかなレモンを併せ持つ甘さの中に

もさわやかさを持つ透明感のある香りを放つ。濁り

のない清らかでしみ通るような芳香は東洋の花香の

頂点に立っている。 

花香の主要成分 Methyl epijasmonate を「におい

紙」の細長い試香紙の先につけておくと、１週間も

10 日もよい香りが漂いつづける。この香りをできる

だけ多くの人に識って欲しいといつも思う。２月に

毎年開かれる東京ドームの世界蘭展日本大賞の東洋

蘭のフレグランス・コーナーはこの香りで包まれる。 

  

孔子が花は控えめだが、香りが高いことに感じて

「猗蘭操」という琴曲の詩を残したことでも知られ

ている。 

中国の紀元前 5 世紀初頭、周王朝の支配体制がく

ずれ、晋･魏･趙などの諸侯の対立抗争が激化する春

秋末の動乱期に、孔子は新しい説を唱え諸侯を歴訪

して自分を国政に用いるように求めたが、政情は厳

しく、諸侯は任用することをしなかった。 孔子は失

意のうちに生まれ故郷の魯（山東省）に帰る途中、

花は控えめだが、香りが高い蘭にであい、それに感

じて「猗蘭操」という詩を残した。 

 

 

 

 

 

「隠谷の中に香りの良い蘭の独り茂る」のを見か

けて、「蘭はまさに王者の香り」だという。誰にも認

められず、他のつまらない花と一緒にいながら、芳

香を放つ姿に、自らの不遇の境遇を重ね合わせて詠

んだものである。 

中国には、孔子の儒教の教えと結びついて、花の

姿はたとえ慎ましくても香りを大切にするという園

芸文化の風土がある。 

   

作家の陳舜臣さんは、随筆「蘭におもう」の中で、

中国では香りこそ花の心であるといい、蘭と薫の関

係について、こう述べている。「植物では蘭、動物系

のものでは麝香が、においの世界の両横綱で、あわ

せて蘭麝の香りとたたえられてきた。植物にかぎっ

ていえば、やはり蘭と菊が双璧であろう。……高い

香りを発することを『薫』というが、薫育、薫化、

薫陶といった用例をみると、どこからともなく漂っ

てくるかおりは、昔から教育の理想と考えられてい

たようだ。」 

                                                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考文献：大漢和辞典 vol.7 諸橋轍次 1958 

 

２ 国際香りと文化の会 


